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県民の食の安全・安心に関する意識調査結果 

 

Ⅰ．調査目的 

近年の県内外での食を巡る問題の発生を踏まえ、石川県では、食の安全・安心施策推進の

指針となる「食の安全・安心の確保に関する基本方針」を策定（平成 16 年 2 月）し、食の安全・

安心の確保と県民の食に対する不安・不信の払拭を図ることとした。 

この基本方針では、食の安全・安心を確保するために県が実施すべき生産から消費に至る

までの様々な施策の方向性を明らかにしているが、今回、広く県民を対象に、食の安全・安心

に対する意識、食品の表示、農薬、トレーサビリティシステム等についての調査を実施し、本県

における食の安全・安心確保の具体的な取り組みの推進に資する。 

 

Ⅱ．調査の概要 
１ 調査対象   石川県在住の成人男女 ３，０００人（うち県政モニター１２０人） 

 
２ 調査方法   郵送書面調査 

 
３ 実施期間   平成１６年２月２７日～３月１２日 

 
４ 有効回答数  １，５７３人（有効回答率 ５２．４％）  

 

Ⅲ．調査結果 

(1) 回答者属性 

 性別・年代区分別 

 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 70 歳代以上 合計 

10 42 137 215 241 205 850 
男 

1.2% 4.9% 16.1% 25.3% 28.4% 24.1% 100.0% 

16 82 121 229 165 110 723 
女 

2.2% 11.3% 16.7% 31.7% 22.8% 15.2% 100.0% 

26 124 258 444 406 315 1573 
合計 

1.7% 7.9% 16.4% 28.2% 25.8% 20.0% 100.0% 

 
性別では、男性５４．０％、女性４６．０％となっている。 
年代別では、２０歳代１．７％、３０歳代７．９％、４０歳代１６．４％、５０歳代２８．２％、６０歳代 

２５．８％、７０歳代２０．０％となっており、２０歳代・３０歳代が少ない年齢分布となっている。 
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(2) 食の安全・安心に対する意識 

 

（２）－① あなたは、日常の生活において食品に不安を感じていますか。自分の気持ちに最も

近いものを１つだけお選びください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「かなり不安である」、「少し不安である／時々不安を感じる」を合わせると、約７割（６８．１％）

の高い割合となっており、多くの人が不安を感じていると答えている。 

男女別では、女性の方が不安に感じていると答えた人が多く、「かなり不安である」、「少し不

安である／時々不安を感じる」の合計は、８割（８０．１％）に達している。一方、男性は６割弱（５

７．９％）で、やや少なくなっている。 

また、年代による大きな違いはみられないが、７０歳代以上では、「かなり不安である」、「少し

不安である／時々不安を感じる」と答えた人は、約５割強（５２．７％）にとどまっている。 

 
 

（２）－② ①でア・イと回答した方にお伺いします。特に不安に感じていることはどのようなこと

ですか。（３つまで選択可） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）有効回答者数を１００とする。 

（２）－① の設問で「かなり不安である」、「少し不安である／時々不安に感じる」と回

答した人が、特に不安に感じていることは、「食品添加物」、「残留農薬」、「輸入食品」

が比較的高い割合を占め、続いて、「鳥インフルエンザ」、「原産地、賞味期限などの食

品表示」、「環境ホルモン」、「ＢＳＥ（牛海綿状脳症）」の順となっている。 
男女別では、いずれの項目も女性の割合が高く、年代別のバラツキは比較的少ない。 

8.8%

28.9%

5.7%

33.9%

2.5%

27.2%

3.8%

13.9%

3.0%

14.5%

19.8%

18.0%

17.0%

0.8%

0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ア ．食 中 毒

イ ．残 留 農 薬

ウ．動 物 用 医 薬 品 の 残 留

エ ．食 品 添 加 物

オ ．食 器 な ど か ら の 有 害 物 質 の 溶 出

カ ．輸 入 食 品

キ ．健 康 食 品 による健 康 被 害

ク ．遺 伝 子 組 換 え 食 品

ケ ．食 品 中 の ア レル ギ ー 物 質

コ ．B SE（牛 海 綿 状 脳 症 ）

サ ．鳥 イ ンフ ル エ ンザ

シ ．原 産 地 、賞 味 期 限 な ど の 食 品 表 示

ス ．環 境 ホ ル モ ン

セ ．そ の 他

無 回 答

イ． 少 し 不 安 で
あ る／ 時 々 不 安
に 感 じ る　 5 2 . 4 %

ア ． か な り 不 安
で あ る　 1 5 . 7 %

無 回 答
1 .3 %

エ ． 不 安 に 感 じ て
い な い   6 . 2 %

オ ． よく わ か らな い
1 .7 %

ウ ． あ ま り 不 安
に 感 じ て いな い

2 2 .7 %
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（２）－③ 食の安全に関して、もっと知りたいと思うことは何ですか。あてはまるものをいくつで

もお選びください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）有効回答者数を１００とする。 

「食の安全性・健康被害などの情報」、「生産者・事業者などに対する監視指導の結果」、

「食品などの検査結果（違反の詳細内容）」を知りたい、また、「農薬、食品添加物、BSE などに

ついての基礎知識」を身につけたいと答えた人が多い。 

年代別では、「食の安全性・健康被害などの情報」がいずれもトップとなっており、回答数は

少ないが、２０歳代での「生活習慣病の予防など正しい食生活のあり方」の５０．０％が目立って

いる。 

 

 

（２）－④ 食の安全・安心に関する情報は、ふだん主にどこから得られていますか。（２つまで

選択可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）有効回答者数を１００とする。 

男女、年代を問わず、マスメディアの利用が圧倒的に多く、全体では、「テレビ・ラジオ」が９

割弱、「新聞」も７割強となっている。 

それ以外では、２０・３０歳代の「インターネット」９．３％、女性の「生協、消費者団体等からの

会員向け情報」１０．０％の利用が特徴としてあげられる。 

87.9%

74.4%

5.7%

1.5%

2.9%

5.8%

2.0%

4.1%

10.4%

0.4%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ア ．テ レビ・ラ ジ オ

イ ．新 聞

ウ．雑 誌 （一 般 誌 ）

エ ．専 門 誌

オ ．イ ンター ネ ッ ト

カ ．生 協 ､消 費 者 団 体 等 か ら の 会 員 向 け 情 報

キ ．講 演 会 ・シ ンポジ ウ ム

ケ ．ス ー パ ー マ ー ケ ッ トな ど の 店 頭

コ ．友 人 ・知 人 ・家 族 ・親 戚

サ ．そ の 他

無 回 答

25.6%

56.0%

42.8%

42.2%

11.3%

48.4%

17.0%

10.4%

28.5%

14.2%

1.9%

3.9%

2.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ア．食の安全に関する法令、制度、行政施策など

イ．食の安全性・健康被害などの情報

ウ．生産者・事業者などに対する監視指導の結果

エ．食品などの検査結果（違反の詳細内容）

オ．食品の生産、製造加工の新技術の情報

カ．農薬､食品添加物､BSEなどについての基礎知識

キ．家庭での食中毒予防法

ク．お問い合わせ・相談窓口についての情報

ケ．生活習慣病の予防など正しい食生活のあり方

コ．地場産品や地域の食文化の情報

サ．その他

シ．特に知りたいことはない

無回答
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（２）－⑤ 食の安全・安心に関わる情報は、どのような方法で提供されるのがあなたにとって最

も望ましい（利用しやすい）ですか。１つだけお選びください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            注）有効回答者数を１００とする。 
情報を受け取る方法としては、（２）-④と同じく「テレビ・ラジオの広報番組」（３４．３％）、「新

聞・雑誌」（２６．２％）など、マスメディアを挙げた人が多く、次いで、「パンフレットの配布」（１３.

０％）の順となっている。 

このほかでは、女性の「関連する商品のパッケージなど」１０．１％、「スーパーマーケットなど

の店頭」５．５％が目立っている。 

 

（２）－⑥ 食の安全・安心の確保のために、生産者・事業者（加工・販売等）・消費者・行政の

関係者が、情報や意見交換を行い、相互理解を深めることが大切といわれています。 

下記のうち、ご自分で実際に行っても良い・参加してもよいと思うものをいくつでもお選びく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）有効回答者数を１００とする。 

第１位の「アンケートやインタビューへの協力」は、若年層ほど多く、また、第２位の「生産・製

造現場の見学や体験」は年代が上がるほど多い傾向となっている。 

次いで、「フェア・展示会を見に行く」となっており、２０・３０歳代では、「情報誌やホームペー

ジ等への意見の投稿」が他の年代に比べ多くなっている。 

34 .3%

26 .2%

13 .0%

1 .7%

0 .3%

2 .9%

4 .3%

6 .4%

0 .8%

10 .2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ア ． テ レ ビ ・ラ ジ オ の 広 報 番 組

イ ． 新 聞 ・雑 誌

ウ ． パ ン フ レ ッ ト の 配 布

エ ． 県 な ど の ホ ー ム ペ ー ジ

オ ． 講 演 会 、 シ ン ポ ジ ウ ム の 開 催

カ ． 町 会 単 位 で の 説 明 会 、 勉 強 会

キ ． ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト な ど の 店 頭

ク ． 関 連 す る 食 品 の パ ッ ケ ー ジ な ど

ケ ． そ の 他

無 回 答

41.6%

12.9%

9.7%

25.7%

16.2%

40.0%

14.0%

9.4%

9.2%

1.3%

10.4%

4.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ア ．ア ンケ ー トや イ ンタビュ ー へ の 協 力

イ ．情 報 誌 や メ ー ル マ ガ ジ ンの 定 期 購 読

ウ．情 報 誌 や ホ ー ム ペー ジ 等 へ の 意 見 の 投 稿

エ ．フ ェ ア ・展 示 会 を見 に 行 く

オ ．フ ォ ー ラ ム 、シ ンポジ ウム を聞 き に行 く

カ ．生 産 ・製 造 現 場 の 見 学 や 体 験

キ ．生 産 者 ・事 業 者 等 との 懇 親 会 等 による交 流

ク ．小 グル ー プ で の 勉 強 会 、意 見 交 換 会

ケ ．地 域 住 民 と生 産 者 ･事 業 者 ･行 政 との ﾊ ﾟｲﾌ ﾟ役

コ ．そ の 他

サ ．い ず れ に も 参 加 した くな い

無 回 答



 ５

（２）－⑦ これからの食育（食に関する教育）において、特に大切だと思うことは何ですか。（３

つまで選択可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）有効回答者数を１００とする。 

男女・年代を問わず、「安全な食品を選ぶための知識・判断力」が最も多い。また、「健康を

維持・増進するための食事」についても、どの年代も関心が高い。 

「地域の食文化」は全体では１２．４％であるが、女性より男性、２０・３０歳代で割合が高くな

っている。 

 

(3) 食品の表示について 

  

（３）－① 食品を購入される際、食品表示を確認していますか。それぞれの食品についてお答

えください。  

米    農産物（米以外の青果物など）    水産物（近海物・養殖など） 

畜産物（牛肉・牛乳など）    加工食品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）有効回答者数を１００とする。 

米及び農産物では、「ほぼいつも確認している」の割合が、他の食品に比べて低く５０％以下

となっているが、これは、国産品が多いことを前提に、米については、ブランド名だけを見ての

購入、購入ブランドの継続性など、農産物については、一つ一つの商品に表示がされていな

いものが多いこと、見た目の品質、鮮度を重視することなどが影響しているものと思われる。 

80.1%

15.9%

26.3%

34.6%

20.5%

34.1%

12.4%

45.3%

2.7%

1.1%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ア．安全な食品を選ぶための知識・判断力

イ．おいしい食品を選ぶための知識・判断力

ウ．炊事（家庭での適切な調理方法）

エ．食品が生産され流通し店頭に並ぶまでの過程

オ．食べることの楽しみ

カ．食品衛生に関する知識（食中毒予防など）

キ．地域の食文化

ク．健康を維持・増進するための食事

ケ．テーブルマナー

コ．その他

無回答
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44.4%

45 .8%

61 .6%

72 .3%

58 .6%

21 .2%

36 .6%

26 .1%

19 .1%

31 .2%

23 .6%

13 .0%

7 .8%

5 .4%

5 .7%

10 .8%

4 .6%

4 .5%

3 .2%

4 .5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

米

農 産 物

水 産 物

畜 産 物

加 工 食 品

����
ア ．ほ ぼ い つ も 確 認 して い る

���
イ ．時 々 確 認 して い る

����
ウ ．確 認 して い な い

���
無 回 答
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水産物、畜産物、加工食品では、表示を確認している割合が高いが、これは、ここ最近の

様々な問題の影響もあって、表示中の原産国・原産地、賞味期限、原材料、食品添加物などを

よく見ているのではないかと推察される。 

男女別では、女性の表示の確認度合が高く、年代別では、どの分類の食品についても、５０ 

歳代、６０歳代女性の比率が高くなっている。また、７０歳代以上では、食品の種類を問わず、

表示の確認度合が低くなっている。 

 

 

（３）－② 食品を購入する際、表示の中で特に気をつけているのはどの項目ですか。（３つまで

選択可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）有効回答者数を１００とする。 

男女、各年代を通して、「消費（賞味）期限」、「原産国・原産地」において７割を超える高い

割合の人が表示に気をつけていると答えており、特に「消費（賞味）期限」では８割以上の人が

気をつけているとしている。 

設問（２）－②で、「不安を感じている」との回答が多かった「食品添加物」については、この

設問においても比較的高い３６．１％となっている。 

また、「遺伝子組換え食品」も１８．２％みられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

72.3%

85.0%

17.9%

7.1%

3.7%

36.1%

18.2%

18.4%

6.7%

14.0%

0.6%

1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ア．原産国・原産地

イ．消費（賞味）期限

ウ．原材料

エ．内容量

オ．アレルギー物質

カ．食品添加物

キ．遺伝子組換え食品

ク．製造・販売業者名

ケ．栄養成分表示､特定保健食品等の表示

コ．保存方法

サ．その他

無回答



 ７

（３）－③ 食品表示について、不満に思うこと、改善して欲しいことは何ですか。下記の中か

らあてはまるものをいくつでもお選びください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

注）有効回答者数を１００とする。 

男女、各年代を通して、「表示内容が真実なのかどうかわからない」と回答した人が多く、全

体では６３％に達しており、表示に対する不信感があらわれている。 

第２位の「文字が小さい」、第３位の「記載場所がわかりにのい」は、年代を追うごとに割合が

高い傾向にあり、「情報量が多すぎて分かりづらい」、「知りたい情報が表示されていない」の相

反するような項目も１５～２０％程度あり、表示の難しさを示している。 

 

(4) 農薬について 

 

（４）－① 食品を購入する際、農薬の使用について気にしていますか。あてはまるものを１つ

だけお選びください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農薬に関して普段から注意している、気にしている人は６３．８％と多いが、あまり注意をして

いない人も約３分の１を占めている。 

 

 

 

44.4%

34.6%

20.5%

15.3%

63.0%

9.1%

3.1%

2.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ア．文字が小さい

イ．記載場所がわかりにくい

ウ．情報量が多すぎて分かりづらい

エ．知りたい情報が表示されていない

オ．表示内容が真実なのかわからない

カ．特に不満はない

キ．その他

無回答

ア ．普段から
農薬使用の少
な いものを購
入するように

している55 .7 %

イ．子どもや妊
婦が食べるも
のについては
気にして いる

8 .1 %

ウ．あま り注意
をして いな い

32 .7 %

無回答  3 .5 %



 ８

（４）－② 農薬の使用や安全性について不満に思うことは何ですか。（３つまで選択可） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注）有効回答者数を１００とする 

「市販されている農産物の農薬残留状況がわからない」６５．９％、「農薬の安全基準・使用

方法が守られているかどうか信用できない」６１．７％、「農薬の安全性について、情報が提供さ

れていない」５１．４％の３つに回答が集中しており、情報提供による信頼の回復が課題となっ

ている。 

 

 

（４）－③ 次のうち、どの農薬の検査を強化して欲しいですか。あてはまるものを１つだけお選

びください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「すべての農薬」と答えた人は、約３分の１にとどまっており、農薬はすべて心配というわけで

はなく、特に健康への影響が懸念される農薬使用について、きちんと検査をして欲しいと考え

る人が多いように思われる。 

 

ウ．収穫直前
に使用した
もの 13 .4%

イ．特に毒性
が強いもの

19.6%

ア．すべての
農薬　34.3%

無回答
4.6%

エ．無登録農
薬や販売禁止
農薬　18.2%

オ．環境ホル
モンなどの
疑いが指摘
されている
もの　8.8%

カ．その他
1.0%

51.4%

65.9%

20.3%

8.4%

16.0%

15.9%

61.7%

6.0%

1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ア．農薬の安全性について、情報が提供されていない

イ．市販されている農産物の農薬残留状況がわからない

ウ．農薬問題が注目されているのに、生産者の意識は変わっていない

エ．住宅地の周辺で農薬散布が行われている

オ．農薬が必要以上に使われている

カ．地球環境への影響

キ．農薬の安全基準･使用方法が守られているかどうか信用できない

ク．特に不満はない

無回答



 ９

(5) トレーサビリティシステムについて 

（５）－① トレーサビリティシステムとはどのようなものかご存知ですか。あてはまるものを１つだ

け選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トレーサビリティシステムについては、「知っている」、「だいたい知っている」、「一部・少し知

っている」を合わせて２１．４％と、認知度はまだまだ低く、７割近くの人々が「全く知らない」と回

答している。 

男女別・年代別では、３０～５０歳代の男性で比較的認知度が高くなっている。 

 

 

（５）－② トレーサビリティシステムを利用して、食品の生産や流通の履歴などの情報を確認し

てみたいと思いますか。あてはまるものを 1 つ選んでください。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トレーサビリティシステムについての簡単な説明を加えての質問であるが、「是非利用してみ

たい」、「利用してみたい」を合わせると、半数を超える５４．４％の人が利用に関心を示してい

る。 

「必要ない」と考える人は非常に少ないが、認知度の低さからか、「わからない」との答えが 

１６．４％みられる。 

 

 

 

 

ア．是非利用
してみたい

16.3%

イ．利用してみ
たい 38 .1%ウ．どちらでも

よい　21.7%

エ．必要ない
3.6%

オ．わからない
16.4%

無回答
3.9%

オ．全く知ら
ない  64 .2%

ウ．一部･少し
知っている

6.9%

エ．言葉は聞
いたことがある

12.5%

イ．大体知って
いる  7 .2%

ア．知っている
7.2%無回答

1.9%



 １０

（５）－③ トレーサビリティシステムが導入された食品を購入する場合に、あなたが利用

しやすい情報の確認方法はどれですか。あてはまるものを１つだけお選びください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「販売店でそれぞれの商品について印刷され掲示されたものを見る」が半数以上を占めて

いる。他の方法では、「自宅などからインターネットで確認する」及び「販売店の専用端末で確

認する」がそれぞれ８％台にとどまっているが、若い世代ほど支持されていることもあり、今後の

インターネットの普及、専用端末の整備により、有力な手段となることが予想される。 

 
（５）－④ トレーサビリティシステムが導入された食品を購入する場合に、どのような

情報が確認できると良いですか。（いくつでも選択可） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注）有効回答者数を１００とする。 

ベスト３は、「収穫日・加工日」の５９．１％、「残留農薬の検査結果」の５５．２％、「農薬・肥料

の使用量・回数」の５３．０％の順となっており、次いで、「産地名」、「生産者の名前･住所」と続

き、鮮度や安全性、生産者・産地への関心が高いことが示されている。 

 

44.7%

17.2%

7.2%

6.0%

47.4%

27.1%

59.1%

53.0%

18.9%

3.9%

13.0%

7.5%

22.9%

55.2%

6.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ア．生産者の名前・住所

イ．生産者の連絡先電話番号

ウ．生産者の連絡先メー ルアドレス

エ．生産者の顔写真

オ．産地名

カ．栽培方法

キ ．収穫日・加工日

ク．農薬・肥料の使用量・回数

ケ．銘柄・等級など の検査情報

コ．集荷場名

サ．卸売市場・小売店名など の流通経路情報

シ．輸送時の温度など品質に関す る情報

ス．栄養分析の結果（栄養成分表示）

セ．残留農薬の検査結果

無回答

エ．販売店で商品
について印刷され
掲示されたものを

見る　56.5%

ウ．販売店の店員
から聞く 9 .5%

イ．販売店にて
専用端末で確認

する  8 .8%

ア．自宅などから
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄで

確認する　8.5%

無回答
4.8%

カ．その他
0.8%

オ．よくわからない
11.0%



 １１

（５）－⑤ トレーサビリティシステムを導入するためには、コストがかかります。このシステムが導

入された食品を購入する場合に、導入されていない商品と比べてどのくらい割高でも購入して

も良いと考えますか。あてはまるものを１つだけ選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「同じ価格なら購入する」が、約３分の１を占めているが、「プラス５％までなら購入する」との

答えが３０．５％、「プラス１０％までなら購入する」が２１．９％となっているなど、許容範囲に差

はあるものの、安全・安心のシステム導入にあたって、多少価格が上がってもよいと考える人が

６割近くを占めている。 

 

(6) 食の安全・安心確保に必要なこと 

 

（６）－① 食品の安全性を確保するために改善が必要だと考えられるのは、次のうちどの段階

だと思われますか。（２つまで選択可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）有効回答者数を１００とする。 

「生産段階（肥培管理、農薬散布、収穫物の管理など）」での安全性確保を求める割合が７１．

３％と圧倒的に多く、次いで、「製造・加工段階」の４６．４％となっており、安全な農畜産物の生

産に強い関心が寄せられている。 
また、「自然環境（水・空気など）」も３２．４％と比較的高い割合を示している。 

 

32.4%

71.3%

46.4%

11.3%

9.9%

8.1%

4.1%

0.8%

3.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ア．自然環境（水・空気など ）

イ．生産段階 （肥培管理、農薬散布、収穫物の管理な ど ）

ウ．製造・加工段階

エ ．流通段階（輸送 ・貯蔵など ）

オ．販売段階（小売 店など ）

カ．家庭で の段階（保存・調理方法 など ）

キ ．外食の段階（保存 ・調理方法など ）

ク．その他

無回答

無回答
7.9%

ア．ﾌﾟﾗｽ20％
以上でも購入

する  2 .0%

イ．ﾌﾟﾗｽ20％
までなら購入

する　3.6%
ウ．ﾌﾟﾗｽ10％
までなら購入
する　21.9%

オ．同じ価格
なら購入する

34.1%

エ．ﾌﾟﾗｽ５％
までなら購入
する　30.5%



 １２

（６）－② 食の安全・安心に関して、あなたの不安を解消するために、望むことは何で

すか。あてはまるものを２つ選んでください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）有効回答者数を１００とする。 

不安を解消するために望むこととして、全体では、「生産者・事業者への指導、教育によるモ

ラル向上」が３９．３％、「違反業者に対する罰則の強化」が、３４．５％、「食品の生産者・事業者

への立ち入り検査」が、２８．０％となっている。 

男女別・年代別では、男性で「罰則の強化」、女性で「地産地消の推進」を、２０～４０歳代で

「消費者に対する情報提供」を挙げる割合が比較的多くなっている。なお、トレーサビリティシス

テムについては認知度が低いためか、不安を解消する方法としては、８．１％にとどまってい

る。 

 

 

28.0%

34.5%

39.3%

24.2%

16.5%

5.4%

14.4%

0.8%

8.1%

15.0%

4.3%

3.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ア．食品の生産者・事業者への立ち入り検査

イ．違反業者に対する罰則の強化

ウ．生産者・事業者への指導、教育によるモラル向上

エ．消費者に対する情報提供

オ．地産地消の推進

カ．消費者からの苦情・相談の充実

キ．緊急時の迅速な対応

ク．リスクコミュニケーションの推進

ケ．トレーサビリティシステムの推進

コ．農薬の販売・使用の適正化

サ．食育の推進

無回答
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